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ロー ドームキ ャンプ をたずねて
東 信 彦
1993年11月末 か ら1994年1月末 にか けて,交 換 科 学 者
と して オー ス トラ リア 隊 に 参 加 し,氷 床 深 層 掘 削技 術 お
よ び施 設 を調 査 す る 目 的 で,ロ ー ドー ムキ ャ ン プを訪 れ
た.ロ ー ドー ム は ケ ー シー 基 地 か ら約120km内陸 にあ り,
11月か ら3月 の 夏期 だ け キ ャ ン プ を作 って 氷 床掘 削 を し
て い る.掘 削 地点 は 直 径 約2eOkm,高さ約1400mの氷 帽
の ほ ぼ 頂 上 付 近 に 位 置 して お り年 平 均 気温 は 一21°Cで
あ る.年 か ん 養量 は(氷 換 算 で)約1mと 多 い ため,掘
削場 以外 の生 活 用施 設 は 建設 せ ず に,毎 夏 ケ ー シー基 地
か らブ ル ドー ザ で牽 い て 行 って は シー ズ ンの お わ りに ケ
ー シー基 地 に 持 ち帰 る こ と を繰 り返 してい る .鋼 鉄 製 の
10トン櫨 数 台 の 上 に 冷 凍 庫 を 積 み,そ の 中 を寝 室,食 堂,
発電 機 室,便 所,シ ャ ワ ー室 に してい る.掘 削場 は長 さ
18m幅7m深 さ3mの トレ ンチ の 上 に高 さ8m,重 さ18
トンの鋼 鉄 製 シェ ル ター が掛 け られ て あ る.現 在 は積 雪
の た め に 雪面 下10mに埋 まっ て い るが,当 時 この 巨 大 な
シェ ル タ ー は ケ ー シー 基 地 で 組 立,ブ ル で 雪 面 を120km
も牽 い て きた と聞い て唖 然 と した.彼 らの ものの 考 え方
は ス ケ ー ルが 大 きい と い うか 大 ざ っぱ とい うか我 々の 感
覚 とは対 照 的 で あ る が,そ れ な り に合理 的 で 考 え させ ら
れ る もの が あ る.例 え ば,日 本 隊 で は櫨 に荷 を積 む と き
荷 崩 れが 起 き た り物 が 傷 ん だ り しな い よ うに 相当 神 経 を
使 っ て ラ ッシ ング をす る が,彼 らは コ ンテ ナ に物 を詰 め
込 む だ け で殆 どラ ッシ ン グ しな い.そ の 理 由 は彼 らの 槻
に あ る.機 の 大 き さは 日 本隊 の 数 倍 で ラ ンナ ー は前 後 左
右 に4つ 独立 してい る た め,雪 面 の 凹 凸 に よ る振 動 は 殆
ど吸 収 され,少 々の サ ス ツ ル ギ で も全 く衝撃 は感 じな か
った.そ の 反面,燃 料 は 日本 隊 に 比 べ て か な り多 く必 要
で は あ るが.
ロー ドー ム で の 深層 掘 削 は1988年の夏 に 約100mのパ
イ ロ ッ ト孔 が掘 られ,そ の 後掘 削 機 の 改 良 に3年 を費 や
した 後,1991/1992の2シー ズ ンで1200mの全 層 掘 削 に
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ろして温度,傾 斜,方 位を測る検層が始 まった.二 人一










(オー ス トラリア外国共同研究)に参加 して


























にある.し か し,我々の乗船 したアイスバー ドは,予定
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調に経過 した.航 海中の生活は 「しらせ」に比較 しての
んびりしている.ケ ーシー基地に至るまでは80名の同乗
者が事前に用意 していたスライ ドを見せたり,夜はビデ
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分類がかなり進み,生 態学的研究の足場ができたことが

















1993年12月14,15日の2日 間 に わ た り.標 記 シ ンポ ジ
ウム を当研 究 所 講 堂 に て 開 催 した.セ ッ シ ョ ン構 成 は 以
下 に 示す 通 りで(カ ッコ 内 の 数 値 は 発 表 件 数),口 頭 発
表 が 計53件,ポ ス ター 発表 が19件,2日 間 の 参 加 総 数 は
79名であ っ た.
1.オ ー ロ ラ光 学観 測(4)
2.イ メ ー ジ ン グ リオ メ ー タ(4)
3,モ デ リ ン グ ・計 算 機 実験(6)
4,PPB(5)
5.「あ けぼ の 」(7)
6.1993年ア イス ラ ン ド共 役点 観 測(3)
7.」ARE33-35観測(7)
8.」ARE無人観 測(2)
9.ポ ス ターセ ッ シ ョ ン(19)
10.HFレー ダー(4)
11.将来 計 画(11)
今 回 は,当 研 究 所 超 高 層 グ ル ー プ が中 心 と なっ て 実 施
して い る プ ロ ジ ェ ク トな ど,研 究 方 法 を 中心 と した セ ッ
シ ョ ン構 成 に し,各 七 ッシ ョン につ いて あ らか じめ レ ビ
ュ ー や コ メ ン ト等 の講 演 依 頼 を行 った,
「JARE33-35観測」 の セ ッ シ ョ ンで は,33次 隊 の 観
測結 果,34次 隊 の現 状,35次 隊 の 計 画 につ い ての 講 演 が
な され た.34次隊 につ い て は 昭和 基 地 にFAXで 問 い合 わ
せ,35次 隊 に つ い て は 出港 前 に担 当 隊員 に依 頼 し原 稿 を
作 成 して も らい,そ れ ら を代 読 す る とい う形 で 行 っ た.
聴 衆 も予 想 以 上 に 多 く,34次隊 か ら もパ ル ス ドチ ャー プ







る.　MFレーダー,ラ イダー等による リモー トセンシン





ったこともあ り,必ず しも充分な時間を割 くことが出来
ず,発 表者,説 明を受ける側,の 両者 ともにやや消化不
良の印象が残った,
シンポジウム当 日は会場入口の ロビー に,所 内の


























きず,工 事 を縮小せざるを得な くなった,輸 送や建設,
野外観測などで1月 は例年にも増 して忙 しく,34次隊35
次隊 ともペンギンの手を借りたいような日が続いた,
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南 極 月 別 気 象 状 況(Month]y　Climatic　Duta　fer　Japaneie　Antarctic　St21tiollS)
昭和 基 地
(Syowa:89532)
平 均 気 温(Mean　 temp.)　(°C)
最 高 気 温(Max.!emp.)(℃)
最 低 気 温(Mill.　temp.)　(°C}
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pl'ess…re,　s uleveD　(]iPa)
平 均 蒸 気 圧 　(Mean　VaPour　pressure)　(hPtL)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 re]ative　hUmiidity)　(%)
平 均 風 速(Meall　whld　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.　 willd　speed.
10.mil1.mea11)(m/1)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)(m/1)
平 均 雲 量(Menn　 cloud　L'ovel')　(1/10)

















































新種の 「月の石」であることが判明 した.こ れは,月
には我々がまだ採集 していない未確認の岩石のあるこ
とを如実に示 している.月明石発見の重要性は,実存
する天体 憾 星.衛 星やすい星)か ら物質(岩石)の
やってくることが初めて証明されたことである,よ っ
て,金星起源隅石の飛来も夢ではなくなった.
現在12個の月限石のうち7個を日本が,残 りの5個
を米国が保有 している.
写真2
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